
8

古河市議会だより 第 54号 平成 30年 6月 1日発行

問　基本方針の中に、安定した
雇用の創出のために、交流人口
の増加を戦略視点とし、プロ
モーションの強化を挙げている
が具体的な戦略について伺う。

答（市長）宣伝や広告活動も大
変重要である。また、古河市な
らではのイベント等を通じた知
名度アップも有効であるため、
強化して取り組んでいきたい。

問　まちの安心安全に消防力の
強化を戦略視点とするとある
が、具体的な取り組みを伺う。

答（市長）消防団員の確保が厳
しい状況を踏まえ、地域密着性
を高めながら、理解促進に努め
る取り組みを講じていく。今後
は団員や家族が割引を受けられ
る消防団応援の店など、優遇制
度等も推進していきたい。

問　若い世代の定住促進に向け
て、子育て世帯への経済的支援
とあるが、どの部分への支援か
を伺う。

答（市長）市では出生した全て
の子どもを対象に出産お祝い金
を支給する事業や、小中学生の
いる低所得世帯には、給食費や
活動費などを学校を通して支給
している。そのほかにも、ひと
り親世帯の小学生の給食費や児
童クラブの利用料を全額免除す
る制度もある。また、30 年度

問　三和東中学校と名崎小学校
の小中一貫校新設に向けた取り
組みスケジュールおよび、予算
要望に対する回答内容と古河市
教育振興基本計画の内容の整合
性について伺う。

答（教育長）子どもたちにとっ
てどのような教育の形がよいの
か慎重に時間をかけて研究して
いくことが重要であり、スケ
ジュールを今の段階で示すこと
は難しい。また、小中一貫校に
関しては、それぞれの小学校に
おいて学習の進め方等、学校独

からは、0 歳から中学 3 年生を
対象に医療費の個人負担の無料
化を実施する。

問　上辺見保育所の移転先西側
の整備については、以前より児
童館的機能の要望が多かったが、
今後の計画について伺う。

答（市長）古河赤十字病院跡地
西側については、民間活力の導
入を前提に、児童館のほか、病
児・病後児保育機能の導入も含
めて検討している。

≪その他の質問≫
・市民協働について
・教育文化について
・生活環境について

自の考え方があるため、一貫校
づくりの前段として、まずは小
中学校の連携をしっかりと深め
ていきたい。

問　平成 29 年度当初予算は、
28 年度予算に比べて大幅な減
額であった。行政区、自治会で
は道路関係の要望が数多く出て
いるが、要望件数、整備計画に
ついて伺う。

答（市長）要望件数は平成 30
年 1 月 31 日現在で新設改良
197 件、簡易舗装 94 件、その
他修繕 142 件である。新たな起
債が創設されたので、今後は有
利な起債を活用した修繕へも比
重をかけて実施したい。

古河市公明党
（質問者：佐藤　稔  議員）

古河維新の会
（質問者：増田　悟  議員）

市政運営の基本方針について

道路整備計画について

「日赤跡地」西側の有効活用に
ついて

教育文化について

「子育て世帯への経済的支援」
について

「プロモーションの強化」に
ついて


